
第1章� はじめに





は
じ
め
に

-9-

 はじめに

 建学の基本理念 

 人材育成の目標 

科学と芸術を軸に世界平和と地域に貢献する国際的な大学

　広島市立大学が建学の基本理念として掲げる「科学と芸術を軸に世界平和と地域に貢献する国際的な大
学」という言葉には、科学・文化の発展と世界平和を希求する広島市の意志と、公立大学としての地域貢献
への期待が込められています。
　そうした本学の使命は、学術の中心として、深く専門の学芸を教授研究し、次代を担う感性と創造力の豊
かな人材を養成するとともに、優れた教育研究の成果を地域に還元し、もって文化の向上と社会の発展に寄
与することにあります。
　国際平和文化都市を都市像とする広島市に設置された本学は、国際学部、情報科学部、芸術学部の３学部、
そして大学院として、国際学研究科、情報科学研究科、芸術学研究科、平和学研究科を有する総合大学です。
　また、世界平和と人類の幸福を実現するための研究や提言を行うことを目的として、広島平和研究所を設
置しています。
　広島市立大学は、特色ある教育研究活動を通じて、世界と地域が求める時代の要請に応え、本学が目標とす
る「国際平和文化都市の『知』の拠点－地域と共生し、市民の誇りとなる大学－」を築き上げていきます。

　広島市立大学は、豊かな感性と真理探究への情熱を持ち、多様な文化と価値観を尊び、平和を希求す
る人材、さらに、幅広い知識と確かな専門性を有し、高い倫理観を持って広く社会に貢献できる人材を
育成することを目標としています。
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 本学の組織と沿革

 組　織　図

　広島市立大学は、広島市の都市像である「国際平
和文化都市」にふさわしい高等教育研究機関の創設
を目指し、「科学と芸術を軸に世界平和と地域に貢
献する国際的な大学」を建学の基本理念として、平
成6年（1994年）4月に国際学部、情報科学部、芸
術学部の3学部構成で開学しました。
　その後、各学部における学術研究の高度化を図る
とともに、国際的かつ先端的な専門教育を行うため、
各学部に基礎を置く国際学、情報科学、芸術学の3
研究科からなる博士前期・後期課程を設置したほか、
被爆都市「ヒロシマ」の使命として、核兵器の廃絶
と世界恒久平和の実現に向けた学術研究とその成果
の発信・提言を目的とする広島平和研究所を開設し
ました。
　また、教育研究機能と地域貢献機能のさらなる強化
を図るため、平成22年（2010年）4月に公立大学法
人広島市立大学として新たな歴史を刻み始めました。

　平成27年（2015年）には、文部科学省の「地（知）
の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」の
実施校に選定され、大学、地方自治体、経済団体・
企業などと協働し、「地域に愛着・誇りを持ち、地
域に根付いて、その発展に貢献する人材」の育成を
進めています。
　そして、平成31年（2019年）4月には、平和主
義の原点に立ち、広島から平和創造に貢献する人材
を養成するため、大学院に平和学研究科を開設しま
した。
　「国際平和文化都市の『知』の拠点－地域と共生し、
市民の誇りとなる大学－」を目指す本学は、地域社
会の要請に的確に応え、都市像にふさわしい国際性、
創造性と高い倫理観を持って広く社会に貢献できる
人材を育成することを使命とし、「国際、情報、芸術、
平和」をキーワードに特色ある教育研究活動を行っ
ています。
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入　学　定　員　等　

学　部

大　学　院

学部学科専攻の名称 修業年限 入学定員 収容定員
　　　年 　　　人 　　　人

国際学部
国 際 学 科 ４ 100 400

情報科学部
情 報 工 学 科 ４ 60 240
知 能 工 学 科 ４ 60 240
シ ス テ ム 工 学 科 ４ 60 240
医 用 情 報 科 学 科 ４ 30 120

芸術学部
美 術 学 科 ４ 40 160 

（ 日 本 画 専 攻 ） (10) (40)
（ 油 絵 専 攻 ） (20) (80)
（ 彫 刻 専 攻 ） (10) (40)
デ ザ イ ン 工 芸 学 科 ４ 40 160

計 390 1,560

研究科・専攻名
修　業　年　限 入　学　定　員 収　容　定　員

前期課程
（修士課程） 後期課程 前期課程

（修士課程） 後期課程 前期課程
（修士課程） 後期課程

　　年 　　年 　　人 　　人 　　人 　　人
国際学研究科

国 際 学 専 攻 ２ ３ 15 ７ 30 21
情報科学研究科

情 報 工 学 専 攻 ２ － 23 － 46 －
知 能 工 学 専 攻 ２ － 23 － 46 －
システム工学専攻 ２ － 23 － 46 －
医用情報科学専攻 ２ － 15 － 30 －
情 報 科 学 専 攻 － ３ － 28 － 84

計 　 84 28 168 84
芸術学研究科

造 形 芸 術 専 攻 ２ － 30 － 60 －
総合造形芸術専攻 － ３ － 6 － 18

計 　 30 6 60 18
平和学研究科 　　 　　 　　 　 　 　
 平 和 学 専 攻 ２ － 10 ― 20 －

合　　　　計 　 139 41 278 123
※平和学研究科は修士課程のみ
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沿　革 

校章・コミュニケーションマーク 

平成元年（1989年） 11月 広島市立大学（仮称）設立準備委員会の設置
3年（1991年） 7月 「広島市立大学（仮称）基本構想」策定
5年（1993年） 12月 文部省設置認可
6年（1994年） 4月 開学

10年（1998年） 4月 大学院博士前期課程を開設
広島平和研究所を設置

12年（2000年） 4月 大学院博士後期課程を開設
15年（2003年） 4月 情報科学部「情報数理学科」、大学院情報科学研究科博士前期課程「情

報数理学専攻」を、それぞれ「情報メディア工学科」、「情報メディア
工学専攻」に名称変更

19年（2007年） 4月 情報科学部を「情報メディア工学科」、「情報工学科」、「知能情報システム工
学科」、「情報機械システム工学科」の4学科から「情報工学科」、「知能工学科」、

「システム工学科」の3学科に再編（平成19年度（2007年度）入学生より）
大学院情報科学研究科博士前期課程を「情報メディア工学専攻」、「情報
工学専攻」、「知能情報システム工学専攻」、「情報機械システム工学専攻」
から「情報工学専攻」、「知能工学専攻」、「システム工学専攻」、「創造科学専
攻」に再編（平成19年度（2007年度）入学生より）

19年（2007年） 7月 社会連携センターを設置
22年（2010年） 4月 「公立大学法人広島市立大学」設立
24年（2012年） 4月 情報科学部に「医用情報科学科」を新設
25年（2013年） 4月 大学院芸術学研究科博士前期課程を「絵画専攻」「彫刻専攻」「造形計画

専攻」から「造形芸術専攻」に再編（平成25年度（2013年度）入学生より）
国際交流推進センターを設置

25年（2013年） 10月 サテライトキャンパスを開設
26年（2014年） 4月 キャリアセンターを設置
28年（2016年） 4月 大学院情報科学研究科博士前期課程「創造科学専攻」を「医用情報科

学専攻」に名称変更（平成28年度（2016年度）入学生より）
30年（2018年） 4月 国際学生寮「さくら」を開寮
31年（2019年） 4月 大学院平和学研究科修士課程を開設

　校章とコミュニケーションマークの使い分けについては、大学ウェブサイト「学内限定情報」に掲載のデザイン
マニュアルを参照してください。また、大学行事のチラシやパンフレットなど、大学として公式に作成する印刷物
等に使用する場合は、作成前に企画室企画グループ（kikaku@m.hiroshima-cu.ac.jp）まで必ず連絡してください。

○　校　　章
　広島市立大学の3学部の連帯と無限の学問追究をテーマに、国際学部（International 
Studies）、情報科学部（Information Sciences）、芸術学部（Arts）、それぞれの頭
文字 I・I・A を組合せ「果てしなき上昇」「未来への飛翔」をイメージし、また、広
島の戦国武将である毛利元就の「三本の矢の教え」にも通ずるデザインとしました。

○　コミュニケーションマーク
　本学のタグラインである「３つのひかり　未来をつくる」からイメージを展開し、
磁力に吸い寄せられるように集まり、互いに刺激し合い、そして解き放たれる３つの
光。固定観念にとらわれず、多角的な見地から可能性を模索していく３学部を表した
図像となるデザインとしました。
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広島市立大学学歌




